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１．論文の内容の要旨 

本論文は，ソフトウェア工学における要求工学に関する研究である． 

ソフトウェア開発と開発されたシステムにおける主要な問題の原因が，その要求仕様

書の不備にあることが一般に広く認識されている．これに対し，従来からレビューなど

の要求仕様書の正しさを確認する方法が提案され，広く実践されてきた．しかし，従来

の方法はレビューの方法が必ずしも体系化されておらず，完全性や一貫性に課題があっ

た．これに対して，インスペクションと呼ばれる，より厳密なレビュー方法が提案され，

企業情報システムの要求仕様書へ応用されている．しかし，組込みシステムでは，ハー

ドウェアからソフトウェアに至る多様な要求が要求仕様書に記述されるなどの特徴があ

り，従来のインスペクション方法を適用するには課題があった． 

本論文では，要求仕様書の品質向上の目標を，要求仕様書の記述モデル，要求仕様書

の品質モデル，ならびに，要求仕様書のインスペクション設計方法の３つの技術課題と

して，それぞれ解決方法を提案している．要求仕様書の記述モデルの提案では，要求に

関与するステークホルダとその関心事から要求仕様書の記述項目を導出する方法を提案

している．要求資料書の品質モデルでは，要求仕様書の読者の読解に着目した品質モデ

ルを提案している．要求仕様書のインスペクション設計方法に関しては，従来のインス

ペクション設計方法を発展させ，組込みシステムの要求仕様書のインスペクション方法

を提案し，要求仕様書の完全性などを保証する方法を提案している．提案するインスペ

クション方法を実際の自動車ソフトウェアの複数のドメインに適用し，提案方法の有効

性を評価している． 

本論文は 12 章から構成されている． 

第 1 章で論文の全体を述べ，第 2 章で研究課題を定義している．第 3 章で先行研究の

サーベイならびにレビューを述べている．このレビューに基づき，第 4 章で研究課題を

解決するための具体的な課題への展開とそれを解決するアプローチを述べている．アプ

ローチに基づき，本研究の主要な成果が第 5 章から第 7 章で述べられている．第 5 章で

は，ステークホルダの関心事に基づくソフトウェア要求仕様書の記述モデルを提案して

いる．第 6章で要求仕様書の読者の読解に着目した品質モデルを提案している．第 7章
では，要求仕様書の品質モデルに基づく要求仕様書のインスペクション設計方法を提案

している．提案したインスペクション設計方法を自動車ソフトウェアの要求仕様書へ適

用した結果を第 8 章で述べている．第 9 章では，適用結果に基づき，研究課題に対する

本研究の評価を示している．第 10 章で，先行研究との比較により本研究の意義を考察し

ている．11章で今後の課題を述べ，最後に 12章で本論文のまとめを述べている． 

本論文の主要な技術的成果は第 5 章から第 7 章で述べられている．  

第 5 章では，ステークホルダの関心事に基づく要求仕様書記述モデルの導出方法を提

案している．これまで，要求仕様書の参照モデルと呼ばれる記述内容の標準が幾つか提

案されている．例えば，要求仕様書の参照モデルとして広く知られている IEEE830-1998
はドメイン独立であるが，内容の粒度が粗く，また，あるドメイン固有の要求仕様書の



 
記述内容を導出する方法は確立されていない．本論文では，ステークホルダの関心事に

着目し，ステークホルダの関心事からドメイン独立の要求仕様書参照モデルに対して，

特定ドメイン向け要求仕様書の記述を品質機能展開のアプローチを援用することにより

導出する方法を提案している．さらに，提案方法を自動車ソフトウェアドメインへ適用

し，その要求仕様書記述モデルを導出している．  

第 6 章では， パースペクティブに基づく要求仕様書品質モデルの設計方法を提案して

いる．これまで，要求仕様書の品質モデルとして，IEEE830-1998 のような一般的な品質

特性の定義にとどまっていた．これに対して，要求仕様書の読者の視点から，その読解

の良さとしてパースペクティブベースのプラグマティック品質特性(PQR: Pragmatic 
Quality Characteristics)が企業情報システムを対象に提案されている．しかし，自動車ソフ

トウェアを含む複雑な組込みソフトウェアの要求仕様書の PQR は未定義であった．本研

究では，自動車ソフトウェアに関与するステークホルダの多様なパースペクティブを分

析し，要求仕様書のパースペクティブベースの PQR を定義する方法を提案している．こ

の方法を用いて，自動車ソフトウェアの要求仕様書を対象に，PQR を定義している． 

第 7 章では，第 6 章で定義した PQR に基づき，要求仕様書の品質を保証するためのイ

ンスペクション設計方法を提案している． 要求仕様書のインスペクション方法は企業情

報システムを対象に適用されている．しかし，組込みソフトウェアの要求仕様書では，

ソフトウェアとアプリケーションに加え，ハードウェア制約などの多様な内容が記述さ

れている．このため，企業情報システムを対象とするインスペクションをそのまま適用

することは困難となっている．本研究では，多様な要求仕様書の記述をインスペクショ

ンマトリクスによりドメイン固有の要求仕様書記述へと変換し，その仕様書に対するイ

ンスペクションの設計方法を提案している．あわせて，品質評価方法とその結果の視覚

化の方法も提案している．  

第 8 章で，提案方法を自動車ソフトウェアの複数の製品分野の要求仕様書へ適用し，

収集したデータに基づき第 9 章でその有効性を議論している．第 10 章で，本研究の主た

る提案技術をそれぞれ，先行研究と比較考察し，本論文で提案している要求仕様書品質

モデル設計方法論が要求仕様書の品質向上のための新たな方法論であると結論づけてい

る． 

 

２．論文審査の結果の要旨 

本論文は，従来，品質保証が困難で，かつ，技術的にも未確立であった要求仕様書

の品質モデル設計方法論を提案し，それを実現する方法として，ステークホルダ関心事

に基づく要求仕様書記述モデルの導出方法，要求仕様書品質モデルの設計方法，さらに，

この品質モデルに基づく要求仕様書の品質保証のためのインスペクション設計方法の 3
つの方法を提案し，実際の自動車ソフトウェアの要求仕様書に適用し，その有効性を確

認している．これらの成果は，ソフトウェア工学の中で，特に，要求工学の発展に貢献

する内容と言える．情報システム開発において，次の 3 つの点で貢献すると言える． 



 
(1) 従来，一般的に研究されてこなかったドメイン固有の要求仕様書の記述項目をス

テークホルダ関心事に基づき導出する方法を提案し，ドメイン固有要求仕様書の

設計を可能とした． 
(2) 要求仕様書の品質モデルをその対象とする読者のパースペクティブに基づき設計

する方法を提案し，自動車ソフトウェア要求仕様書を対象として品質モデルを定

義した． 
(3) 定義した要求仕様書の品質モデルに基づき，要求仕様書インスペクション設計方

法を提案し，自動車ソフトウェアの異なる製品領域へ適用し，その有効性を明ら

かにした． 
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